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	鹿嶋市男女共同参画情報紙

	ウィング
	第４次鹿嶋市男女共同参画計画を策定しました。
	６つの視点
	３つの基本目標

	No.14
	　鹿嶋市では、男女共同参画の推進を図るため、「鹿嶋市男女共同参画計画」を５年ごとに策定しています。このたび、鹿嶋市男女共同参画推進委員会を年３回開催し、アドバイザーとして茨城大学 豊崎仁美氏を迎えて審議を行い、令和８年度から令和12年度までを計画期間とする「第4次鹿嶋市男女共同参画計画」を策定しました。 　本計画が目指すのは、市民一人一人が多様性を認め、尊重し合い、年齢、性別、国籍等の様々な違いによる差別や区別なく、人と違うからと排除されない社会。個性と持てる力を発揮し、自らの意思で自分らしい生き方を選択し、その生き方に自信と誇りを持ち、誰もが生き生きとあらゆる分野で活躍できることです。 　互いに支え合い、多様性に富んだ豊かで活力あふれる、持続可能なまちづくりのため、第３次計画から引き継ぐ「６つの視点」に基づき、様々な取り組みを進めていきます。 　推進にあたっては、市民・事業者・行政がそれぞれの役割を担い、ともに男女共同参画を進めていくことが重要です。コミュニケーションと相互の信頼を深めながら、それぞれができることから一つずつ行動を起こし、「輝いて　自分らしく生きられる　まち」を一緒に創っていきましょう。
	「輝いて　自分らしく生きられるまち　鹿嶋」

	鹿嶋市男女共同参画情報紙ウィング


	多様な幸せ(well-being)って何だろう？
	こころ
	忙しさの原因は、人それぞれ。子育てや介護、通院、学び直し、地域の役割など、生活の形も多様です。大切なのは「完璧」ではなく、続けられるペース。今の自分に合う整え方が、未来の安心にもつながります。

	からだ
	社会的な つながり
	ワーク・ライフ・バランスをめぐる状況
	「バランスを取りたいのに難しい…」と感じるのは、あなただけではありません。
	鹿嶋市男女共同参画情報紙ウィング


	高校生意識調査
	25年後の鹿嶋で、どんな毎日を送りたい？ - 高校生の声 -

	アンケート結果の一部を抜粋してご紹介します。
	【質問】 あなた自身の25年後の生活のイメージについてお伺いします。  25年後に鹿嶋市に住んでいるとすれば、どのような日常生活を送りたいと思いますか。暮らし方のイメージについて、（ワーク・ライフ・バランスに）あてはまるものを選んでください。
	一人ひとりの「ちょうどいい」を大切に、暮らしを少しずつ整えていきましょう。



	1　キラキラ人案１.pdf
	キラキラ人 見～つけた！
	大川和流
	NARU OKAWA
	さん
	Q&A
	Q　サッカーをはじめようと思ったきっかけは何ですか？
	Q　サッカーをしていて、やりがいを感じるのはどんなときですか？
	Q　これから挑戦してみたいことや、将来の夢・描いているビジョンがあれば、教え 　てください。
	Q　サッカーをやっている子どもたちに、「こんなことを大事にしてほしい」という 　アドバイスがあれば、お願いします。
	Q　市民の皆さんに向けて、一言メッセージをお願いします。





